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樺

｢見

嘗

用

穀
｣
ほ

か

-

『
長
城

の
ま

為
り
』
訂

誤
-

港

晃

さ
き
に
聾
表
し
た

『
長
城
の
ま
も
り

-
河
西
地
方
出
土
の
漠
代

木
簡
の
内
容
の
概
観

-
』
(遊
牧
民
族
の
研
究
'
京
都
'
自
然
史
草

食
t

T
九
五
五
年
刊
､
二
三
九
-
三
四
四
頁
)
に
つ
い
て
'
わ
れ
わ

れ
の
研
究
班
で
は
'
毎
週
の
定
例
研
究
食
を
前
後
五
回
に
わ
た
っ
て

こ
れ
の
批
評
に
充
て
'
以
て
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
い
た
ゞ
い
た
こ

と
は
'
私
の
感
楓
に
耐
え
ぬ
所
で
あ
る
｡
そ
の
上
に
'
ち
よ
う
と
そ

れ
が
終
了
し
た
こ
ろ
に
'
外
な
ら
ぬ
弊
斡
+df
が
嘗
地
を
訪
れ
る
と
い

う
機
合
が
ふ
っ
て
わ
い
て
'
い
ろ
い
ろ
と
'
細
か
な
鮎
に
つ
い
て
ま

で
'
泉
を
質
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
'
望
外
の
幸
運
で
あ
っ
た
｡
取

敢
ナ
'
そ
れ
ら
の
教
示
の
主
要
な
も
の
を
こ
ゝ

に
鴇
げ
て
'
前
作
の

補
正
と
し
た
S,
(
7
九
五
五
年
七
月
十
日
'
努
氏
離
洛
の
夜
t
L
る

す
)0

t

主

要

な

訂

誤

(
T

)

二
四
五
頁
'
固
2
｢居
延
附
近
候
官
配
置
圏
｣
と
三

一
五
頁
'

固
10
｢居
延
避
偉
系
統
圃
｣
と
の
-
い
ち
が
い
に
つ
い
て

前
者
は
主
と
し
て
努
氏

『考

詮
』
の
説
明
か
ら
蹄
翻
し
て
作

っ
た

園
で
あ
り
'
後
者
は
そ
れ
と
無
関
係
に
'
封
検
類
に
見
え
る
燦
然
の

相
互
関
係
か
ら
蹄
網
し

て作
っ
た
も
の
で
あ
る
0
甲
渠
候
官
と
升
井

候
官
と
は
'
商
圏
で
そ
の
相
封
位
置
が
金
-
逆
に
な
っ
て
い
る
.

弊
氏
の
談
に
よ
る
と
t
Ik
h
?

durbetjin
の
封
岸
西
北
方

E
.

t
o
o
｡35
1.

N.
4t
o30'-あ
た
り
に
あ
る
M
u
･d
urbetjin
が
升
井
候

官
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
由
で
あ
る
.
然
り
と
す
る
と
'
園

l

の
系
統
圏
は
ほ
ゞ
圏
2
の
配
置
圏
に
あ
て
は
め
得
る
こ
と
に
な
る
｡

(

二)

二
四
七
-
八
頁
'
表
1

｢敦
塩
候
徴
表
｣
に
つ
い
て
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z
Ib
玉
門
候
官
t
Y
･
a
歩
贋
候
官
の
系
統
を
次
の
棟
に
あ
ら
た
め

る
.
M

ASPERO()953
)
‥
L
es
d
ocum
ents
ch
in
o
is

de
la

tr
o
is
i～m
e
6jEP
e
d
itio
n
d
e

S
ir

A
u
r
e
t

Stein
.

e
n

A
sie

C
e
n
tr
a-e
,

L
o
n
d
o
n
.
に
よ
っ
て
判

っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
､
追
記

3
に
述
べ
た
様
に
'
舟
印
後
に
気
の
つ
い
た
部
分
も
あ
る
｡

玄

武

威

胡

破

虜

壷

晶

候
n

111
鯛

鵬

胚

(T
,x
x
iii,k
)

i

(T
,x
x
iii1)

ii

(T
.x
x
v
ii)

&
H
T
,
x
x
vi
)

z
l

b
玉
門
候
官

1
1
北
部
候

-
2
玉
柑｣
醍

-
3
虎
猛
候

∫
-顛
明

燃

(T
,v
iii)

●
-
‥11贋
新

陳

(T
,x
ii,a
)

-
.:111
富

谷

燃

(T
,x

i

i
i)

I
.Ⅳ
玉
門
開
陳

(T
,x
iv
)

--虎
猛

燃

-‥11宜
秋

燃

-
…111勇
敢

燃

-
.Ⅳ
大

幅

燃

(

≡
)

二
五
二
-

三
頁
所
引
の
『
通
典
』
『武
経
線
要
』
の
唐
制
に

つ
い
て

引
用
文
第
二
行
の

｢囲
屋
｣
を

｢
ド
ー
ム
｣
と
誇
し
た
の
は
誤
り

で
'
燈
龍
の
様
な
形
に
張
り
出
し
を
も
っ
た
望
楼
で
あ
る
こ
と
を
'

合
評
合
の
席
で
と
村
田
治
郎
教
授
と
に
教
え
ら
れ
た
(挿
固
参
照
■)｡

Y
l
a
歩
贋
候
官

-

(T
.x
x
v
iii
)
-
1
平
望
候
-

r

(T
･xx
ii･a
,

｢
2
破
琴

｢
-
朱

常

黙

(T
.x
ix
)

‥11青
堆

燃

(T
.x
x
ii.b
)

r
･1
受

官

陳

(T
･

XXii･C)

詩
文
第
四
-

五

､行
は
攻
の
棟
に

-

改
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
.

｢形
は
囲
-
'

上
に
ほ
固
形
の

152

∵
‥11
景

｢
…111
止

1

安

-
‥11
高

｢
iii
逮

望 望 藻 姦 民

i

(T
.x
x
ii.d
)

樵

(T
.x
x
ii.e
)

燃伴 燃

(T
,x
x
iii,b
)

(T
.x
x
iii,C
)

烏

厨

を
建

て
,̂
そ
れ
に
の
せ
る
｡
上
屋
の
さ
し
わ
た
し
は

妄

六

尺
で
'
ま
わ
り
が
三
尺
は
り
出
し
に
な
り
'
板
で
屋
根
と
床
の
聾
の

子
と
を
作
る
｡
上
屋
の
上
に
煙
出
し
の
竃
-
-
｣

こ
れ
に
関
連
し
て
'
二
五
三
頁
'
圏
の
す
ぐ
下
の

｢要
す
る
に
'
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望
楼
の
下
に
営
舎
が
附
屠
L
t
そ
こ
に
煙
出
し
の
装
置
が
あ
り
｣
は

誤
り
で
あ
り
'
ま
た
'
二
五
五
頁
'
(簡
4
)の
す

ぐ
下
の
行
に
'
営

舎
を

｢唐
制
で
は
肉
屋
3,と
よ
ぶ
が
､
-
‥
唐
制
で
は
t

T
丈
｣ハ
尺

四
方
の
部
屋
で
､
こ
ゝ
に
六
人
が
つ
め
た
と
い
う
｣
と
詮

い
た
の
も

誤
り
で
'
と
も
に
削
ら
ぬ
ば
な
ら
な
3..

(四
)

二
五
六
頁
末
'
候
陳
の
畿
煙
装
置
に
つ
い
て

(園
7
)に
示
し
た

T
,
vi,
b.
の
順
…比
の
嬢
は
'
聾
煙
装
置
で
な

く
媛
房
装
置
で
あ
る
と
'
村
田
治
郎
教
授
か
ら
教
え
ら
れ
た
｡

(五
)

二
八

〇
-
二
頁
'
(簡
二
八
-
三

〇
)兵
卒

の
豪
族
の
た
め

の
食
料
配
給
名
簿
に
つ
S
.て

(簡
二
八
)
(簡
三

〇
)
の
場
合
は
《
凡
用
穀
>
と
い
う
い
い
方
を

L
t
(箇
二
九
)
は
<g=見
署
用
穀

V
と
い
う
こ
と
を
説

い
た

(
二
八
二

戻
)｡
さ
ら
に
賓
例
に
つ
S,て
調
べ
る
と
'

<g:凡
用
穀
V
と
い
う
と

き
は
'
豪
族

7
人
々
々
の
棲
準
配
給
量
を
記
し
て
そ
れ
を
合
計
し
た

も
の
で
あ
り
'
炎
見
署
用
穀
∀
の
方
は
､

1
人
々
々
の
配
給
量
を
記

さ
す
に
'
た
ゞ
合
計
だ
け
を
記
し
'
し
か
も
そ
の
合
計
は
'
各
人
の

7
ケ
月
の
規
定
量
の
紙
和
に
な

っ
て
い
な
い
､
す
な
わ
ち
'
前
者
は

配
給
基
準
を
示
し
た
台
帳
で
あ
り
'
後
者
は
'
茸
際
に
受
配
し
た
量

の
記
録
で
あ
る
t
と
解
す
べ
き
こ
と
を
守
屋
美
都
雄
氏
が
棺
桶
し
た
｡

従

っ
て
'
二
八
二
頁
第
十
六
-

七
行
に
'
｢
凡
用
穀
｣
は
｢
居
署
凡
用

敷
｣
の
省
略
形
と
説

い
た
の
は
誤
り
で
あ
る
｡

ま
た
､
同
頁
第
十
五
行
の

Lr
〝

居
署
用
穀
″

と
い
う
言
い
方

()5.

2
,

p
･

45))｣
と
し
た
の
は
'
｢居
署
井
日
用
穀
(
2
0
3
.

)
6.
p.2
80
)
｣

と
3,ぅ
例
で
も

っ
て
説
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
.

A
:見
署
用
穀
∀
炎
居
署
用
穀
∀
と
あ
る
簡
例

三

〇
三
･三
(
二
七
五
頁
)
､
二

〇
三
･
一
二
'
二
〇
三
･
二
ハ
(
二
八

〇
頁
)
'

一
三
三
･
二
〇
(二
九

〇
頁
)
'
五
五
･
二
〇
(二
九
七
頁
)
'

九
五
･
7
六
=
.7
七
･
7
=

7
九
･
二

〇
(三
〇
三
頁
)
'

7
九
四
･
二

〇
(三
〇
八
頁
)0

右
に
関
連
し
て
'
三
二
七
頁
(表

9
)
に
'
大
男
の
配
給
量
聖

二
石

三
斗
三
升
少
と
し
た
｡
楊
(
1
九
五

〇
)に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
.

と
こ
ろ
が
'
未
使
女
か
ら
使
男

･
大
女
ま
で
の
配
給
量
は
'
そ
れ

ぞ
れ
五
斗
ち
が
3,
に
な

っ
て
い
る
か
ら
､
そ
の
割
で
行
く
と
'
大
男

は

｢
二
石
六
斗
六
升
少
｣
に
な
る
は
す
だ
t
と
の
意
見
が
守
屋
氏
か

ら
出
た
.

1
方
'
嘗
例
を
も
七
め
る
と
'
居
延
簡
二

〇
三
∴
石

(
二

八

7
頁
)
に
大
男
に
は

｢
三
石
｣
を
配
給
し
て
い
る
こ
と
を
森
鹿
三

氏
が
指
摘
し
た
.
賓
例
が
あ
る
以
上
'
後
者
に
従
が
う
べ
き
で
あ
る
.

ま
た
'
未
俊
男
よ
り
下
に
A
:小
男
∀
A
:小
女
3,
と
い
う

1
階
が
あ

153,.
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る
模
様
で
あ
る
が

(
二
八
〇
頁
二
〇
三
二
二
二
な
ど
)
'
未
だ
そ
の
詳

細
を
知
り
難
い
｡

(六
)

二
八
七
頁
(簡
三
六
)
の
よ
み
方
に
つ
い
て

他
の
同
型
の
簡
と
同
じ
く
'
ま
ず
第

一
段
を
よ
み
'
次
い
で
第
二

段
に
移
る
べ
き
も
の
で
'
こ
の
詳
文
の
棟
に
第

7
行
を
つ
ゞ
け
て
攻

に
第
二
行
を
譲
む
と
い
う
読
み
方
は
い
け
な
い
.
従
っ
て
詩
文
は
攻

の
棟
に
改
め
る
｡

｢張
液
郡
屑
水
俣
官
の
本
始
三
年
の
裁
判
記
録
｡
田
卒
'
推
陽
郡
末

席
商
里
出
身
の
高
車
積
｡
〔
こ
の
者
は
〕従
軍
せ
る
張
工
官
の
‥
‥

に
坐
し
て
-
-
す
で
に
豪
族
を
移
し
て
任
地
に
あ
り
-
-
｣

こ
う
譲
む
と
'
豪
族
を
移
住
さ
せ
た
の
は
田
卒
で
あ
る
か
ど
う
か
明

ら
か
で
な
3,か
ら
'
こ
の
場
合
の
例
詮
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡

(七
)

二
九
八
-
九
頁
'
(簡
五
八
)
(簡
五
九
)
に
つ
い
て

努
簸
氏
は
こ
の
爾
簡
に
つ
い
て

｢長
さ
は
普
通
で
あ
る
が
'
三
-

四
枚
分
の
幅
を
も
っ
た
寛
S.筒
で
'
縄
で
と
じ
た
も
の
で
は
な
く
'

7
簡
々
々
猫
立
の
も
の
で
あ
る
.
用
途
に
つ
い
て
は
､
戸
口
名
冊
で

7g
な
く
､
徴
税
簿
で
も
な
く
'
上
級
磯
閲
に
備
え
る
べ
き
'
下
級
機

関
職
員
の
身
許
調
査
書
の
様
な
も
の
と
思
う
｣
と
説
明
し
た
｡
ま
た

二
九
九
百
脚
注
七
六
で
指
摘
し
た

(簡
五
九
)
の
C
段
に
つ
い
て
は

｢
こ
1

は
別
筆
に
な
っ
て
い
る
｣
と
い
う
話
で
あ
っ
た
O

(簡
五
九
)
の
徐
宗
の
場
合
t

a
段
で

｢
子
男

叫
人
｣
で
あ
っ
た
も

の
が
､

C
段
で
は

｢
子
男
二
八
㌧
子
女
二
人
｣
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
'
こ
れ
は
五
年
乃
至
十
年
後
に
書
入
れ
た
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
｡
納
税
閲
係
の
記
録
で
あ
る
と
す
る
と
'
そ
れ
だ
け
の

間
､
改
訂
せ
ず
に
放
置
し
て
か
く
と
い
う
こ
と
は
落
着
き
が
よ
-
孜

-
'
弊
氏
の
誼
に
従
う
べ
き
で
あ
る
｡

ま
た
'
(簡
五
七
)
辛

(簡
六

7
-

六
三
)
の
諸
例
と
比
べ
合
わ
す

な
ら
'
膏
吏
の

一
人
々
々
に
つ
い
て
こ
の
程
慶
の
身
許
調
査
記
録
が

備
わ
っ
て
い
て
然
る
べ
き
様
に
思
わ
れ
る

(米
田
賢
次
郎

『居
延
漠

簡
と
そ
の
研
究
成
果
』
苗
代
畢
三
ノ
二
'

7
九
五
四
'

7
七
八
頁
参

照
)
0(八

)

三
〇
〇
頁

(簡
六
三
)
の

r宵
及
｣
に
つ
い
て

こ
の
旬
は

｢財
産
が
こ
れ
だ
け
の
僚
件
を
満
ナ
｣
の
意
で
あ
る
｡

(守
屋
氏
の
示
教
)0

こ
の
簡
に
関
連
し
て
'
責
官
の
制
の
存
在
を
想
像
し
た
の
に
勤
し
'

卒
中
苓
爽
氏
か
ら
'
果
し
て
こ
の
様
な
小
官
に
ま
で
賛
官
の
制
が
行

わ
れ
た
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
が
出
た
｡
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二

簡

単

な

訂

誤

(九
)

二
四
九
頁
'
本
文
第
六
行
及
び
二
五

7
頁
第
五
行
'
二
二

八
頁
第
十

7
行
の

(圏
2
)
は

(圏
3
)
が
正
し
い
｡

(

7

0
)
二
六
二
1
四
頁
'
(簡

7
二
)
の
瓜
:封
完
∀
考
課
文
第
二

行
に

｢封
じ
売
る
｣
と
し
た
が
'
こ
れ
は
4g:封
破
3>
に
封
す
る
語
で
'

｢封
印
完
全
｣
の
意
味
で
あ
る

(大
庭
修
氏
の
示
教
)0

(

〓
)

二
七
二
頁
第
十
三
行
.
｢
男
子
は
二
三
歳
｣
の
あ
と
た

｢
よ
り
五
六
歳
｣
を
補
な
う
.

(

7二)

二
七
三
頁
'
末
よ
り
第
三
行
に
'
騎
士
は

｢す
べ
て
例

外
な
し
に
張
披
郡
内
各
地
の
出
身
で
あ
る
｣
と
し
た
が
'

7
例
だ
け

彰
陽
願

(安
定
郡
)
出
身
の
騎
士
の
名
籍
が
あ
る

(森
鹿
二
岳

の
示

敬
)0

(

二

二
)

二
七
三
頁
'
脚
注
三
九
末
に
引
用
し
た
『漢
書
食
貨
志
』

の
文
は

｢賊
は
軍
馬
甲
兵
士
徒
の
役
に
供
し
'
府
庫
賜
予
の
用
に
充

害
す
｣
と
改
め
る
｡

(
一
四
)

二
七
五
頁
'
脚
注
四
二
の

｢敦
蛙
簡
5
5
｣
は
｢554
｣
の

誤
わ
o

二

五
)

二
八
三
頁
下
所
引
の
永
平
十
六
年
の
詔
の
う
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史
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｣
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Corrections for "the Watch on the Great Wall "

A. Fujz"eda

The author gives twenty-seven corrections for his article "the

Watch on the Great Wall, general description of t~ contents of the
Han wooden tablets discovered in the Northwest China," appeared in
Natura et Cultura Supplementary Volume II~ Kyoto 1955. Eight of

them are major corrections such as the interpretation on the form of
T'ang watch towers, name of the Han watch towers in the Tun-huang

(tk~) region, location of the Han watch stations in the Etsin Gol"

region, distribution of grain to the families of the sofdiers etc.
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